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○
労
働
安
全
衛
生
法
（抄
） 

（
昭
和
四
十
七
年
六
月
八
日
） 

（法
律
第
五
十
七
号
） 

 

（
製
造
の
許
可
） 

第
三
十
七
条 

特
に
危
険
な
作
業
を
必
要
と
す
る
機
械
等
と
し
て
別
表
第
一

に
掲
げ
る
も
の
で
、
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
特
定
機
械
等
」
と
い
う
。
）

を
製
造
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
労
働
局
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
前
項
の
許
可
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の

申
請
を
審
査
し
、
申
請
に
係
る
特
定
機
械
等
の
構
造
等
が
厚
生
労
働
大
臣
の

定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
同
項
の
許
可

を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
製
造
時
等
検
査
等
） 

第
三
十
八
条 

特
定
機
械
等
を
製
造
し
、
若
し
く
は
輸
入
し
た
者
、
特
定
機
械

等
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
設
置
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
者
又
は
特
定
機
械
等
で
使
用
を
廃
止
し
た
も
の
を
再
び
設
置
し
、

若
し
く
は
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
特
定
機
械
等
及
び
こ
れ
に
係
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

に
つ
い
て
、
当
該
特
定
機
械
等
が
、
特
別
特
定
機
械
等
（特
定
機
械
等
の
う
ち

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
外
の
も
の
で
あ
る

と
き
は
都
道
府
県
労
働
局
長
の
、
特
別
特
定
機
械
等
で
あ
る
と
き
は
厚
生

労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
と
い

う
。
）
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
輸
入
さ
れ
た
特
定
機

械
等
及
び
こ
れ
に
係
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
（次
項
に
お
い
て
「
輸

入
時
等
検
査
対
象
機
械
等
」と
い
う
。
）に
つ
い
て
当
該
特
定
機
械
等
を
外
国

に
お
い
て
製
造
し
た
者
が
次
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。 

２ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
外
国
に
お
い
て
特

定
機
械
等
を
製
造
し
た
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

輸
入
時
等
検
査
対
象
機
械
等
に
つ
い
て
、
自
ら
、
当
該
特
定
機
械
等
が
、
特

別
特
定
機
械
等
以
外
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
都
道
府
県
労
働
局
長
の
、
特
別

特
定
機
械
等
で
あ
る
と
き
は
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
の
検
査
を
受
け
る
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こ
と
が
で
き
る
。 

一 
当
該
特
定
機
械
等
を
本
邦
に
輸
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

二 

当
該
特
定
機
械
等
を
輸
入
し
た
者
が
当
該
特
定
機
械
等
を
外
国
に
お

い
て
製
造
し
た
者
以
外
の
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
単
に
「
他
の
者
」
と
い

う
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
製
造
し
た
者
が
当
該
他
の
者
に
つ
い
て

前
項
の
検
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
と
き
。 

３ 

特
定
機
械
等
（
移
動
式
の
も
の
を
除
く
。
）
を
設
置
し
た
者
、
特
定
機
械
等

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
部
分
に
変
更
を
加
え
た
者
又
は
特
定
機
械
等

で
使
用
を
休
止
し
た
も
の
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
特
定
機
械
等
及
び
こ
れ
に
係
る
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
労
働
基
準
監
督
署
長
の
検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
検
査
証
の
交
付
等
） 

第
三
十
九
条 

都
道
府
県
労
働
局
長
又
は
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
は
、
前

条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
検
査
（
以
下
「
製
造
時
等
検
査
」
と
い
う
。
）
に
合

格
し
た
移
動
式
の
特
定
機
械
等
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
検
査
証
を
交
付
す
る
。 

２ 

労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
前
条
第
三
項
の
検
査
で
、
特
定
機
械
等
の
設
置

に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
特
定
機
械
等
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
検
査
証
を
交
付
す
る
。 

３ 

労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
前
条
第
三
項
の
検
査
で
、
特
定
機
械
等
の
部
分

の
変
更
又
は
再
使
用
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
特
定
機
械
等
に
つ
い
て
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
特
定
機
械
等
の
検
査
証
に
、

裏
書
を
行
う
。 

 

（検
査
証
の
有
効
期
間
等
） 

第
四
十
一
条 

検
査
証
の
有
効
期
間
（
次
項
の
規
定
に
よ
り
検
査
証
の
有
効
期

間
が
更
新
さ
れ
た
と
き
に
あ
つ
て
は
、
当
該
更
新
さ
れ
た
検
査
証
の
有
効
期

間
）は
、
特
定
機
械
等
の
種
類
に
応
じ
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
と

す
る
。 

２ 

検
査
証
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
特
定
機
械
等
及
び
こ
れ
に
係
る
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
（以
下

「
登
録
性
能
検
査
機
関
」と
い
う
。
）
が
行
う
性
能
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 
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別
表
第
一
（第
三
十
七
条
関
係
）  

一 

ボ
イ
ラ
ー 

二 

第
一
種
圧
力
容
器
（
圧
力
容
器
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
） 

三 

ク
レ
ー
ン 

四 

移
動
式
ク
レ
ー
ン 

五 

デ
リ
ッ
ク 

六 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー 

七 

建
設
用
リ
フ
ト 

八 

ゴ
ン
ド
ラ 
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○
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（抄
） 

（
昭
和
四
十
七
年
八
月
十
九
日
） 

（
政
令
第
三
百
十
八
号
） 

 

（
特
定
機
械
等
） 

第
十
二
条 

法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
機
械
等
は
、
次
に
掲
げ

る
機
械
等
（
本
邦
の
地
域
内
で
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
を
除

く
。
）
と
す
る
。 

一 

ボ
イ
ラ
ー
（
小
型
ボ
イ
ラ
ー
並
び
に
船
舶
安
全
法
の
適
用
を
受
け
る
船

舶
に
用
い
ら
れ
る
も
の
及
び
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七

十
号
）
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
） 

二 

第
一
種
圧
力
容
器
（
小
型
圧
力
容
器
並
び
に
船
舶
安
全
法
の
適
用
を
受

け
る
船
舶
に
用
い
ら
れ
る
も
の
及
び
電
気
事
業
法
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
、
ガ
ス
事
業
法
（昭
和
二
十
九
年
法

律
第
五
十
一
号
）
又
は
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
の
適
用
を
受

け
る
も
の
を
除
く
。
） 

三 

つ
り
上
げ
荷
重
が
三
ト
ン
以
上
（
ス
タ
ツ
カ
ー
式
ク
レ
ー
ン
に
あ
つ
て
は
、

一
ト
ン
以
上
）の
ク
レ
ー
ン 

四 

つ
り
上
げ
荷
重
が
三
ト
ン
以
上
の
移
動
式
ク
レ
ー
ン 

五 

つ
り
上
げ
荷
重
が
二
ト
ン
以
上
の
デ
リ
ツ
ク 

六 

積
載
荷
重
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（簡
易
リ
フ
ト
及
び
建
設
用
リ
フ
ト
を
除
く
。

以
下
同
じ
。
）、
簡
易
リ
フ
ト
又
は
建
設
用
リ
フ
ト
の
構
造
及
び
材
料
に
応

じ
て
、
こ
れ
ら
の
搬
器
に
人
又
は
荷
を
の
せ
て
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

最
大
の
荷
重
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）が
一
ト
ン
以
上
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー 

七 

ガ
イ
ド
レ
ー
ル
（昇
降
路
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
昇
降
路
。
次
条
第

三
項
第
十
八
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
高
さ
が
十
八
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
設

用
リ
フ
ト
（積
載
荷
重
が
〇
・二
五
ト
ン
未
満
の
も
の
を
除
く
。
次
条
第
三

項
第
十
八
号
に
お
い
て
同
じ
。
） 

八 

ゴ
ン
ド
ラ 

２ 

法
別
表
第
一
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
圧
力
容
器
は
、
第
一
種
圧
力
容
器

と
す
る
。 
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○
ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
（抄
） 

（
昭
和
四
十
七
年
九
月
三
十
日
） 

（労
働
省
令
第
三
十
三
号
） 

 

（
落
成
検
査
） 

第
十
四
条 

ボ
イ
ラ
ー
（
移
動
式
ボ
イ
ラ
ー
を
除
く
。
）
を
設
置
し
た
者
は
、
法

第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
ボ
イ
ラ
ー
及
び
当
該
ボ
イ
ラ
ー

に
係
る
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
の
検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
が
当
該
検
査
の
必

要
が
な
い
と
認
め
た
ボ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

第
十
八
条
の
ボ
イ
ラ
ー
室 

二 

ボ
イ
ラ
ー
及
び
そ
の
配
管
の
配
置
状
況 

三 

ボ
イ
ラ
ー
の
据
付
基
礎
並
び
に
燃
焼
室
及
び
煙
道
の
構
造 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
落
成
検
査
」
と
い
う
。
）

は
、
構
造
検
査
又
は
使
用
検
査
に
合
格
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
。 

３ 

落
成
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
ボ
イ
ラ
ー
落
成
検
査
申
請
書
（
様

式
第
十
五
号
）
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
第
十
条
の
届
出
を
し
て
い
な

い
と
き
は
、
同
条
の
ボ
イ
ラ
ー
明
細
書
及
び
書
面
そ
の
他
落
成
検
査
に
必
要
な

書
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（ボ
イ
ラ
ー
検
査
証
の
有
効
期
間
） 

第
三
十
七
条 

ボ
イ
ラ
ー
検
査
証
の
有
効
期
間
は
、
一
年
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
構
造
検
査
又
は
使
用
検
査
を
受
け
た
後
設

置
さ
れ
て
い
な
い
移
動
式
ボ
イ
ラ
ー
で
あ
つ
て
、
そ
の
間
の
保
管
状
況
が
良
好

で
あ
る
と
都
道
府
県
労
働
局
長
が
認
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
移
動
式

ボ
イ
ラ
ー
の
検
査
証
の
有
効
期
間
を
構
造
検
査
又
は
使
用
検
査
の
日
か
ら

起
算
し
て
二
年
を
超
え
ず
、
か
つ
、
当
該
移
動
式
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（性
能
検
査
等
） 

第
三
十
八
条 

ボ
イ
ラ
ー
検
査
証
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
当
該
検
査
証
に
係
る
ボ
イ
ラ
ー
及
び
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

事
項
に
つ
い
て
、
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
性
能
検
査
（
以
下
「
性
能
検
査
」

と
い
う
。
）を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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２ 
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
登
録
性
能
検
査
機
関
（
以
下
「
登
録
性
能
検
査

機
関
」
と
い
う
。
）
は
、
前
項
の
性
能
検
査
に
合
格
し
た
ボ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て
、

そ
の
ボ
イ
ラ
ー
検
査
証
の
有
効
期
間
を
更
新
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
性
能
検
査
の
結
果
に
よ
り
一
年
未
満
又
は
一
年
を
超
え
二
年
以

内
の
期
間
を
定
め
て
有
効
期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
第
一
種
圧
力
容
器
検
査
証
の
有
効
期
間
） 

第
七
十
二
条 

第
一
種
圧
力
容
器
検
査
証
の
有
効
期
間
は
、
一
年
と
す
る
。 

 

（
性
能
検
査
等
） 

第
七
十
三
条 

第
一
種
圧
力
容
器
検
査
証
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
は
、
当
該
検
査
証
に
係
る
第
一
種
圧
力
容
器
及
び
そ
の
配
管
の
状

況
に
つ
い
て
、
性
能
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

登
録
性
能
検
査
機
関
は
、
前
項
の
性
能
検
査
に
合
格
し
た
第
一
種
圧
力
容

器
に
つ
い
て
、
そ
の
第
一
種
圧
力
容
器
検
査
証
の
有
効
期
間
を
更
新
す
る
も

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
性
能
検
査
の
結
果
に
よ
り
一
年
未
満
又
は

一
年
を
超
え
二
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
有
効
期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 
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○
ク
レ
ー
ン
等
安
全
規
則
（抄
） 

（
昭
和
四
十
七
年
九
月
三
十
日
） 

（
労
働
省
令
第
三
十
四
号
） 

 

（
検
査
証
の
有
効
期
間
） 

第
十
条 

ク
レ
ー
ン
検
査
証
の
有
効
期
間
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
落
成
検

査
の
結
果
に
よ
り
当
該
期
間
を
二
年
未
満
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
検
査
証
の
有
効
期
間
の
更
新
） 

第
四
十
三
条 

登
録
性
能
検
査
機
関
（
法
第
四
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る

登
録
性
能
検
査
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
ク
レ
ー
ン
に
係
る
性
能
検

査
に
合
格
し
た
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
ク
レ
ー
ン
検
査
証
の
有
効
期
間
を
更
新

す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
性
能
検
査
の
結
果
に
よ
り
二
年
未

満
又
は
二
年
を
超
え
三
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
有
効
期
間
を
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
検
査
証
の
有
効
期
間
） 

第
六
十
条 

移
動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証
の
有
効
期
間
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、

製
造
検
査
又
は
使
用
検
査
の
結
果
に
よ
り
当
該
期
間
を
二
年
未
満
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
製
造
検
査
又
は
使
用
検
査
を
受
け
た
後
設

置
さ
れ
て
い
な
い
移
動
式
ク
レ
ー
ン
で
あ
つ
て
、
そ
の
間
の
保
管
状
況
が
良
好

で
あ
る
と
都
道
府
県
労
働
局
長
が
認
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
移
動
式

ク
レ
ー
ン
の
検
査
証
の
有
効
期
間
を
製
造
検
査
又
は
使
用
検
査
の
日
か
ら
起

算
し
て
三
年
を
超
え
ず
、
か
つ
、
当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
た
日
か
ら

起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（検
査
証
の
有
効
期
間
の
更
新
） 

第
八
十
四
条 

登
録
性
能
検
査
機
関
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
係
る
性
能
検
査

に
合
格
し
た
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証
の
有
効

期
間
を
更
新
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
性
能
検
査
の
結
果
に

よ
り
二
年
未
満
又
は
二
年
を
超
え
三
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
有
効
期
間

を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（検
査
証
の
有
効
期
間
） 

第
百
条 
デ
リ
ツ
ク
検
査
証
の
有
効
期
間
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
落
成
検
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査
の
結
果
に
よ
り
当
該
期
間
を
二
年
未
満
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
検
査
証
の
有
効
期
間
の
更
新
） 

第
百
二
十
八
条 
登
録
性
能
検
査
機
関
は
、
デ
リ
ッ
ク
に
係
る
性
能
検
査
に
合

格
し
た
デ
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
デ
リ
ッ
ク
検
査
証
の
有
効
期
間
を
更
新
す
る
も

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
性
能
検
査
の
結
果
に
よ
り
二
年
未
満
又
は

二
年
を
超
え
三
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
有
効
期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

 

（
検
査
証
の
有
効
期
間
） 

第
百
四
十
四
条 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証
の
有
効
期
間
は
、
一
年
と
す
る
。 

 

（
検
査
証
の
有
効
期
間
の
更
新
） 

第
百
六
十
二
条 

登
録
性
能
検
査
機
関
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
係
る
性
能
検
査

に
合
格
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証
の
有
効
期
間
を

更
新
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
性
能
検
査
の
結
果
に
よ
り
一

年
未
満
又
は
一
年
を
超
え
二
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
有
効
期
間
を
更
新

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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○
ゴ
ン
ド
ラ
安
全
規
則
（抄
） （

昭
和
四
十
七
年
九
月
三
十
日
） 

（
労
働
省
令
第
三
十
五
号
） 

 

（
検
査
証
の
有
効
期
間
） 

第
九
条 

検
査
証
の
有
効
期
間
は
、
一
年
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
製
造
検
査
又
は
使
用
検
査
を
受
け
た
後
設

置
さ
れ
て
い
な
い
ゴ
ン
ド
ラ
で
あ
つ
て
、
そ
の
間
の
保
管
状
況
が
良
好
で
あ
る

と
都
道
府
県
労
働
局
長
が
認
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
ゴ
ン
ド
ラ
の
検
査

証
の
有
効
期
間
を
製
造
検
査
又
は
使
用
検
査
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を

超
え
ず
、
か
つ
、
当
該
ゴ
ン
ド
ラ
を
設
置
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え

な
い
範
囲
内
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
検
査
証
の
有
効
期
間
の
更
新
） 

第
二
十
七
条 

登
録
性
能
検
査
機
関
（
法
第
四
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る

登
録
性
能
検
査
機
関
を
い
う
。
）
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
に
係
る
性
能
検
査
に
合
格
し

た
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い
て
、
ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証
の
有
効
期
間
を
更
新
す
る
も
の
と

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
性
能
検
査
の
結
果
に
よ
り
一
年
未
満
の
期
間
を

定
め
て
有
効
期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 


